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ペシャワール会の活動は、 1983年9月、中村医師のバキスタンでの医療活動を支援す
る目的で結成されました。彼の活動を支援するとともに、アジアの人々についての理

解を深めていきたいと願っています

ペシャワール会インターネット

ホームページ http://wwwlm.mesh.ne.jprpeshawar/ 

電子メール peshawar@mxb.mesh.ne.jp 



2003年4月16日 ベシャワール会報 No.75 2
 

昨
年
の
今
頃
は
、
明
る
い
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
」
の

話
題
で
日
本
中
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。
「
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
は
そ
の
う
ち
、
忘
れ
去
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
だ

が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
方
針
は
こ
れ
ま
で
も
変
わ
り

な
か
っ
た
し
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
述

べ
た
の
は
、
そ
の
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

事
実
そ
の
通
り
に
な
り
ま
し
た
。
話
題
性
に
振
り

回
さ
れ
て
付
和
雷
同
、
そ
の
後
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が

ど
う
な

っ
た
か
、
実
情
を
知
る
日
本
人
は
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

I
I
P
M

S
は
、
昨
年
一
月
に
「
緑
の
大
地
」
計
画
を
発
表
、

か
ん
ば
つ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
が
「
旱
魃
対
策
1
1
自
給
自

足
」
の
農
村
の
国
復
に
あ
る
こ
と
を
訴
え
続
け
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
継
続
し
て
き
た
、
医
療
活
動
・

飲
料
水
源
確
保
は
そ
の
ま
ま
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ず
、

さ
ら
に
灌
漑
用
水
の
確
保
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

こ
の
一
年
で
、
ほ
ぽ
将
来
事
業
の
見
通
し
が
立
ち
、

本
格
的
水
利
事
業
に
浩
手

二
0
0
1
―
―
年
か
ら
の
水
利
事
業
の
概
要

二
0

0
三
年
二
月
、
灌
漑
用
水
確
保

一
五
カ
年
計
画

が
検
討
さ
れ
、
既
に
実
施
段
階
に
入
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
会
員
・
募
金
者
の
皆
様
に
計
画
を
明
ら
か

に
し
、
ご
理
解
を
得
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
東
部
、
特
に
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州

で
は
今
年
も
旱
魃
の
収
ま
る
気
配
が
な
い
。
絶
対
的

な
降
雪
量
の
減
少
に
加
え
、
巨
大
な
貯
水
漕
の
役
割

を
果
た
し
て
き
た
高
山
の
雪
が
、
温
暖
化
で
速
や
か

に
解
け
下
り
、
保
水
力
が
著
し
く
低
下
し
て
旱
魃
被

害
を
大
き
な
も
の
に
し
て
い
る
。
地
下
水
位
の
減
少

も
依
然
と
し
て
続
き
、
か
な
り
の
地
域
が
砂
漠
化
し

つ
つ
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
海
抜
四
千
メ
ー
ト
ル
級
以
下
の
山
の

麓
で
著
し
い
。
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
は
北
に
ケ
シ
ュ
マ

ン
ド
山
脈
、
南
に
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
脈
で
挟
ま
れ
た
領

域
で
、
両
山
脈
と
も
、
四
千
数
百
メ
ー
ト
ル
以
下
で

あ
る
。
対
照
的
に
、
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
に
隣
接

P
M
S
（
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
医
療
サ
ー
ビ
ス
）
総
院
長

く
み

実
事
業
を
も
っ
て
平
和
に
与
す

中
村
哲

ア
フ
ガ
ン
東
部
で

15
年
計
画
の
水
利
事
業
開
始

す
る
ク
ナ
ー
ル
州
で
は
、
六
千
、
七
千
メ
ー
ト
ル
級

の
ビ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
最
高
峰
の
雪
解
け
水
が
ク
ナ

ー
ル
河
を
豊
富
に
潤
し
、
旱
魃
は
生
じ
て
い
な
い
。

P
M
S
で
は
北
部
の
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
で
、

カ
レ
ー
ズ
の
再
生
と
灌
漑
井
戸
の
対
策
を
施
し
、
約

二
万
名
の
住
民
の
生
存
を
可
能
に
し
て
き
た
が
、
将

来
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
に
も
限
界
が
あ
る
。
唯

一
の

対
策
は
、

ダラエ・ヌールの水利事業の竣工式でスピーチする中村医師 (2003年2月）
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一
、
豊
富
な
ク
ナ
ー
ル
河
水
系
の
利
用

二
、
春
か
ら
夏
に
急
速
に
流
れ
下
る
小
河
川
の
水

の
蓄
積

こ
れ
以
外
に
生
き
残
る
方
策
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
事
情
を
考
慮
し
、
今
後
ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
で
以

下
の
対
策
を
実
施
す
る
。

l
、
ク
ナ
ー
ル
河
（
ヒ
ン
ズ
ー
ク
ッ
シ
ュ
最
高
峰

の
雪
に
依
存
）
右
岸
に
用
水
路
建
設

アフガン国境トルハムの井戸の譲渡式 (2003年2月）

2
、
同
左
岸
に
用
水
路
建
設

3
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
（
ケ
シ
ュ
マ
ン
ド
山
系
の

雪
に
依
存
）
中
流
域
に
井
堰
、
堤
の
建
設

4
、
ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
河
（
ス
ピ
ン
ガ
ル
山
系
の
雪

に
依
存
）
流
域
の
井
堰
、
溜
池
、
堤

5
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
地
下
水
路
（
カ
レ
ー
ズ
）

の
補
強

6
、
泄
漑
井
戸
に
よ
る
地
下
水
の
利
用

な
お
、
一
年
前
に
二

0

0
万
人
と
伝
え
ら
れ
た
パ

キ
ス
タ
ン
の
ア
フ
ガ
ン
難
民
の
う
ち

一
七
0
万
人
が

帰
還
し
た
と
発
表
さ
れ
た
が
、
帰
還
計
画
は
二
0

0

三
年

一
月
を
以
っ
て
一
旦
停
止
し
た
。
だ
が
不
思
議

な
事
に
、
依
然
と
し
て
難
民
一
八

0
万
人
が
パ
キ
ス

タ
ン
に
居
る

(
U
N
H
C
R
)
。
こ
れ
は
主
に
、
越

冬
で
き
ぬ
難
民
が
戻
っ
て
き
た
た
め
で
、
将
来
と
も
、

旱
魃
地
帯
の
農
村
復
興
な
し
に
は
、
減
る
こ
と
は
な

い
。
「
政
情
不
安
」
が
理
由
で
国
際
救
援
が
本
格
化

す
る
の
は
、
な
お
時
間
を
要
す
る
。
ま
た
は
来
な
い

で
あ
ろ
う
。

今
後
、
上
記
の
対
策
を
講
ず
る
事
で
、
少
な
く
と

も
ア
フ
ガ
ン
東
部
数
十
万
人
の
難
民
化
を
防
止
、
ま

た
は
呼
び
戻
す
事
が
可
能
で
あ
る
。
他
に
誰
も
や
ら

な
け
れ
ば
、
手
を
つ
け
う
る
も
の
か
ら
早
急
に
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

ク
ナ
ー
ル
河
右
岸
の
用
水
路
建
設

①
地
域
ご
一
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
・
ク
ズ
ク
ナ
ー

ル
地
方
（
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
最
下
流
域
・

ク
ナ
ー
ル
河
左
岸
用
水
路

①
地
域
ご
一
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
・
ハ
ー
ス
ク
ナ

ー
ル
地
方

②
用
水
路
の
概
要
；
ク
ナ
ー
ル
河
の
ヌ
ー
ル
ガ
ル

対
岸
か
ら
側
流
を
引
き
込
み
、
既
存
の
水
路
と

連
結
、
安
定
的
な
灌
漑
用
水
の
確
保
を
図
る
。

全
長
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
四
メ
ー
ト

2
 シ

ェ
イ
ワ
郡
）

②
用
水
路
の
概
要
；
ク
ナ
ー
ル
州
南
部
の
ヌ
ー
ル

ガ
ル
（
ク
ナ
ー
ル
河
右
岸
）
か
ら
側
流
を
ダ
ラ

ェ
・
ヌ
ー
ル
下
流
域
へ
引
き
込
む
。
全
長

一

ニ

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
幅
三

1
四

m
。
流
量

毎
秒
―
•
五
ト
ン

③
耕
作
可
能
面
積
~
最
低
約
六

0
0

町
歩
。
五
千

家
族
（
約
五
万
人
）
以
上
が
居
住
可
能
。

④
施
工
期
間
ニ

―0

0
三
年
三
月
か
ら
五
年
間

⑤
実
施
段
階
は
以
下
の
通
り
i

・
ニ
0
0
1
―-I
四
年
…
…
主
に
現
地
の
伝
統
工
法
で

突
貫
作
業
、
全
長

―
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
一
挙
に

開
通
。

・
ニ

0

0
五
年
以
後
…
…
三
年
を
か
け
て
、
数
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ず
つ
半
永
久
的
な
水
路
に
仕
上
げ

る。

⑥
総
工
費
は
約

一
億
二
千
万
円
（
二
0

0
三
＼
四

年
口
約
七
六

0

0
万
円
〈
機
材
ら
初
期
投
資
、

職
貝
増
貝
〉
、
二

0

0
五
年
以
後
三
年
間
。
年
間

―
二

0

0
万
円
）
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レ。） 

③
耕
作
可
能
面
積
~
合
計
約

一
五
0
町
歩
。
推
定

二
万
人
が
潤
う
。

④
施
工
期
間

ニ―

0

0
四
年
十
二
月
か
ら
二
年
間

⑤
総
工
費
ぶ
和
一
五
0

0
万
円

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
中
流
域
の
井
堰
、
堤
建
設

①
地
域
ご
一
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
北
部
・
ダ
ラ
エ

・
ヌ

ー
ル
地
方

3
 

用水路憧設のための測量を行う現地スタ ッフ

4

ソ
ル
フ
ロ
ッ
ド
河
流
域
の
治
水
事
業
（
井
堰
、

②
用
水
施
設
の
概
要
こ
急
速
な
濁
流
の
土
石
流
を

防
ぎ
、
階
段
状
に
貯
水
し
て
緩
流
と
し
、
既
存

の
小
水
路
（
ジ
ュ
ー
イ
）
の
水
流
を
安
定
的
に

確
保
、
末
端
は
堤
と
し
て
貯
水
。

・
一
番
堰
ぶ
向
上
方
二

m
、
底
部

一
0

m
、
高
さ

五

m‘

堰
幅
五
0

m
、
渓
流
長
約
八
0

m
に
貯

水
。
土
石
を
防
止
、
し
ゅ
ん
せ
つ
作
業
を
容
易

に
す
る
。

・
ニ
番
堰
ぶ
向
上
方
―
―

-
m
、
底
部
一
五

m
、
高
さ

八

m
、
堰
幅
五
五

m‘

渓
流
長
約
二

0
0
m
に

中

J
K。

nuハ
7

・
三
番
堰
ぶ
呵
上
方
二

m
、
底
部
八

m
、
高
さ
約

六

m
、
堰
幅
七

m
、
渓
流
長

一
五
0

m
を
堰
す

る。
•
第
二
•
第
一
一
一
ダ
ム
に
水
門
を
設
け
、
溜
池
（
堤
）

と
し
て
貯
水
す
る
。
貯
水
を
確
認
し
て
か
ら
周

辺
に
落
葉
樹
の
林
を
造
成
す
る
。

③
耕
作
可
能
面
積
盃
胴
査
中
。
既
存
の
小
水
路
の

安
定
供
給
と
増
加
だ
け
で
、
渓
谷
中
流
域
の
大

半
（
約
八
百
家
族
）
を
カ
バ
ー
で
き
る
。

④
施
工
期
間
ニ

―0
0
三
年
八
月
か
ら
三
年
間
、

0
三
年
は

一
番
、
二
番
堰
、
二

0
0
四
ー
五
年

以
内
に
三
番
堰
。
造
林
、
傾
斜
を
利
用
し
て
果

樹
園
、
茶
園
の
試
み
。
そ
の
後
の
候
補
地
は
十

分
な
調
査
、
住
民
と
の
協
力
に
よ
っ
て
決
定
。

⑤
総
工
黄
五
和
二
千
万
円
（
三
年
間
）

溜
池
、
堤
）

今
後
最
大
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
急
が
な
い
。

現
在
、
米
軍
や
地
方
軍
閥
の
活
動
で
、
動
き
が
つ
か

な
い
。
か
つ
広
大
な
領
域
な
の
で
、
先
ず
測
量
、
正

確
な
地
理
を
把
握
す
る
。
当
分
、
若
干
名
の
測
量
班

が
調
査
。
上
記
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
井
堰
で
の
経
験
を

蓄
積
し
て
備
え
る
。
「
小
規
模
・
多
数
」
を
原
則
と

し
、
村
民
が
誰
で
も
真
似
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
工

が
し
ん
し
ょ
う
た
ん

夫。

二
年
後
を
期
し
て
臥
薪
嘗
胆
、
資
金
を
蓄
え
、

大
攻
勢
に
出
る
。
五
0
万
人
の
自
給
自
足
を
目
指
す
。

の
補
強

急
激
な
鉄
砲
水
な
ど
の
影
圏
で
内
壁
が
剥
落
、
使

え
な
く
な
っ
た
も
の
が
増
え
て
い
る
。
よ
り
完
璧
で

頑
丈
な
壁
面
と
天
井
の
補
強
が
重
要
。
余
力
を
以
っ

て
、
年
間
数
ヶ
所
づ
つ
手
が
け
る
。

灌
漑
井
戸

既
に
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
渓
谷
下
流
で
手
が
け
た
も

の
五
本
、

0
三
年
四
月
中
に
全
て
完
了
。
こ
れ
に
よ

っ
て
年
内
に
約
二
五

1
三
0
町
歩
が
灌
漑
さ
れ
た
。

新
た
に
ニ
ヶ
所
が
選
ば
れ
、
続
け
て
作
業
に
入
る
。

現
段
階
の
進
行
状
況

以
上
、
計
画
6

（
灌
概
井
戸
）
は
成
功
裏
に
進
行

中
。
計
画
l

（
ク
ナ
ー
ル
河
右
岸
水
路
）
、
計
画
3

6
 

5

ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
地
下
水
路
（
カ
レ
ー
ズ
）
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（
ダ
ラ
エ
・
ヌ

ー
ル
井
堰
）
は
、
一
五
年
計
画
の
第

一
弾
と
し
て
直
ち
に
実
施
し
、
砂
漠
化
し
た
耕
作
地

を
緑
化
、
難
民
化
し
た
農
民
を
呼
び
戻
す
と
共
に
、

新
た
な
開
墾
や
牧
草
地
を
期
待
で
き
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
推
定

一
0
万
人
前
後
の
難
民
帰
還
と
自
給
自
足

を
目
指
し
て
い
る
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
で
過
去
最
大

の
挑
戦
だ
と
言
え
る
。

井
堰
は
比
較
的
小
規
模
だ
が
、
近
い
将
来
の
ソ
ル

フ
ロ
ッ
ド
河
治
水
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
か
つ
、

植
林
な
ど
と
組
み
合
せ
て
保
水
力
、
有
機
質
の
堆
積

を
期
待
で
き
、
今
後
の
農
業
・
畜
産
計
画
に
も
寄
与

す
る
。
経
験
を
蓄
積
し
、
よ
り
大
規
模
な
ソ
ル
フ
ロ

ッ
ド
河
流
域
治
水
事
業
に
備
え
る
。

こ
う
し
て
耕
作
可
能
に
し
て
村
民
が
戻
っ
た
後
に
、

農
業
・
医
療
関
係
の
本
格
的
な
事
業
が
可
能
で
、
そ

の
逆
は
な
い
。
計
画
1
と
3
は
、
二
月
五
日
、
正
式

に
ア
フ
ガ
ン
政
府
・
東
部
地
区
開
発
省
の
許
可
を
取

得
、
内
務
省
が
治
安
を
保
障
、
既
に
具
体
的
な
立
案
、

予
定
機
材
購
入
を
終
え
、
三
月
十
九
日
、
地
区
住
民

（
長
老
会
）
代
表
、
ア
フ
ガ
ン
東
部
政
府
代
表
、
ペ

シ
ャ
ワ
ー
ル
会

I
I
P
M
S
首
脳
陣
ら
二

0

0
名
が
列

席
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
た
。

飲
料
水
源
事
業

二
0

0
三
年
四
月

一
日
現
在
、
総
作
業
地
九
六
五
、

う
ち
八
七
五
ヶ
所
で
水
利
用
が
可
能
。
―
―

10
万
人
の

離
村
が
防
止
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、

水
位
の
低
下
に
よ
る
涸
れ
井
戸
が
続
出
、
再
生
作
業

を
含
め
る
と
、
仕
事
量
は
一
年
で
倍
増
し
て
い
る
。

水
の
出
た
地
域
で
は
帰
郷
者
が
増
え
、
需
要
が
更
に

増
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
面
で
も
手
を
抜
く
こ
と
が

で
き
な
い
。

な
お
、
一
年
八
ヶ
月
を
費
や
し
た
ト
ル
ハ
ム
国
境

の
ボ
ー
リ
ン
グ
井
戸
は
一
基
が
完
成
、
二
月
八
日
、

正
式
に
ア
フ
ガ
ン
政
府
企
画
省
東
部
担
当
官
に
受
け

渡
さ
れ
た
。
譲
渡
式
に
は

P
M
S
、
ア
フ
ガ
ン
政
府
、

住
民
の
各
代
表
が
集
ま
り
、
「
歴
史
的
偉
業
だ
」
と

皆
で
喜
び
あ
っ
た
。
バ
ザ
ー
ル
ヘ
の
給
水
は
、
ア
フ

ガ
ン
政
府
と
住
民
自
治
会
が
話
し
て
決
定
、
住
民
が

給
水
管
を
負
担
、

P
M
S
は
技
術
援
助
だ
け
し
て
維

持
を
任
せ
る
。
第
二
号
基
も
、
四
月
中
に
同
様
の
方

式
で
譲
渡
さ
れ
る
。

＊

＊

＊

 

以
上
が
主
な
水
源
事
業
の
状
況
で
す
が
、
医
療
団

体
が
飲
料
水
源
事
業
に
加
え
て
、
本
格
的
な
農
業
土

木
に
乗
り
出
す
と
い
う
、
稀
有
な
展
開
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
唐
突
な
変
身
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
実
際
、
ダ
ラ
エ
・
ヌ
ー
ル
診
療
所
で
は
、

井
戸
数
の
増
加
に
比
例
し
て
、
子
供
の
下
痢
症
や
腸

管
感
染
症
（
腸
チ
フ
ス
、
赤
痢
、
流
行
性
肝
炎
）
が

著
し
く
減
少
、
診
療
所
職
員
も
驚
く
ほ
ど
な
の
で
す
。

更
に
、
栄
養
失
調
が
病
気
の
背
景
に
あ
る
の
で
、
農

業
生
産
を
増
や
せ
ば
、
必
ず
や
良
い
健
康
状
態
を
生

み
出
す
力
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ダ
ラ
エ
・
ビ
ー
チ
の
「
沖
縄
ピ
ー
ス
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
の
方
は
、
モ
ル
タ
ル
を
塗
っ
て
乾
く
の
を
待
っ

ば
か
り
と
な
り
ま
し
た
。
遅
れ
の
主
な
原
因
は
、
米

軍
の
無
意
味
な
軍
事
活
動
で
輸
送
な
ど
が
滞
っ
た
こ

と
で
す
。
五
月
に
移
転
で
き
る
見
通
し
で
す
が
、
壁

の
塗
装
な
ど
は
乾
く
時
間
を
長
く
置
い
た
ほ
う
が
良

い
の
で
、
七
月
か
八
月
に
記
念
式
を
予
定
し
て
い
ま

す。
沖
縄
ピ
ー
ス
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

完成を待つオキナワ・ピース・クリニック
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イ
ラ
ク
攻
撃
の
影
牌
も
あ
っ
て
、
米
兵
は
ア
サ
ダ

バ
ー
ド
と
い
う
ク
ナ
ー
ル
州
の
州
都
に
あ
る
基
地
の

中
で
じ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
地
上
を
移
動

せ
ず
、
車
両
の
修
理
ま
で
空
中
輸
送
で
行
っ
て
い
ま

し
た
。
誰
が
襲
撃
す
る
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
。
近

く
の
橋
の
真
ん
中
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
で
、
尋
ね

る
と
何
者
か
が
地
雷
を
仕
掛
け
、
米
軍
の
通
過
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
爆
破
、
米
兵
三
名
が
死
亡
し
た
と
の

事
で
す
。
診
療
所
付
近
で
ジ
ー
プ
四
台
に
分
乗
し
た

米
兵
と
す
れ
違
い
ま
し
た
が
、
み
な
二

0
歳
代
の
若

者
で
、
異
様
に
色
白
で
ひ
弱
に
見
え
ま
し
た
。
お
そ

ら
く
、
基
地
の
中
に
閉
じ
こ
も
り
、
野
外
に
出
る
こ

と
が
な
い
せ
い
で
し
ょ
う
。
空
か
ら
の
飛
び
道
具
で

し
か
戦
が
で
き
な
い
の
で
す
。
白
兵
戦
な
ど
は
問
題

に
な
ら
ぬ
く
ら
い
頻
り
な
げ
に
思
い
ま
し
た
。

アフガン東部の試験農場

米
軍
が
去
れ
ば
、

一
日
で
現
政
権
が
崩
壊
す
る
と

皆
信
じ
て
い
ま
す
。
最
近
の
傾
向
は
、
米
兵
と
そ
の

協
力
者
だ
け
に
的
が
絞
ら
れ
て
襲
繋
が
活
発
化
し
て

い
る
こ
と
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
馬
鹿
げ
た
戦
争
が
実
情

を
無
視
し
て
正
当
化
さ
れ
、
嵐
の
よ
う
に
駆
け
抜
け

た
「
ア
フ
ガ
ン
復
興
ブ
ー
ム
」
の
結
末
に
怒
り
を
感

じ
ま
す
。
第
一
、
旱
魃
で
皆
が
難
民
化
し
て
い
る
の

に
、
こ
の
数
年
間
、
そ
の
実
態
に
迫
る
報
告
は
殆
ど

な
く
、
あ
げ
く
が
爆
弾
を
落
と
し
た
り
、
政
治
的
な

動
き
ば
か
り
が
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
ま
さ
れ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
ア
フ
ガ
ン
復
典
は
遠
い
夢
の
よ

う
で
す
。

先
日
カ
ブ
ー
ル
の
反
米
デ
モ
で
は
、
日
章
旗
が
英

米
の
国
旗
と
共
に
焼
か
れ
ま
し
た
。
あ
れ
ほ
ど
親
日

的
な
国
で
あ
っ
た
の
に
、
戦
争
協
力
で
日
本
は
「
米

国
の
ポ
チ
公
」
と
の
認
識
が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
対
テ
ロ
戦
争
」
は
テ
ロ
リ
ス
ト
を
大
量
生
産
し
ま

し
た
。
そ
の
ツ
ケ
が
日
本
国
民
の
頭
上
に
の
し
か
か

る
こ
と
は
時
間
の
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
ネ
と

暴
力
に
頼
り
、
人
と
し
て
の
誇
り
や
モ
ラ
ル
を
失
っ

た
政
治
指
導
者
た
ち
が
、
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
裁
か

れ
る
の
は
歴
史
の
鉄
則
で
す
。

忍
耐
も
限
界
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
喋
っ
た
り
、

批
評
す
る
だ
け
の
時
期
は
も
は
や
過
ぎ
ま
し
た
。
負

け
犬
の
遠
吠
え
で
は
事
態
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
平
和

は
も
っ
と
積
極
的
な
力
で
あ
る
べ
き
で
す
。
私
た
ち

は
実
事
業
を
完
遂
し
、
人
の
命
を
守
り
ぬ
き
、
理
不

中
村
哲
（
な
か
む
ら
て
つ
）

九
州
大
学
医
学
部
卒
。
専
門
1
1
神
経
内
科
（
現

地
で
は
内
科
・
外
科
も
こ
な
す
）
。
国
内
の
診
療

所
勤
務
を
経
て
、

一
九
八
四
年
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
の
州
都
の
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
に
赴
任
。
以
来

十
九
年
に
わ
た
り
ハ
ン
セ
ン
病
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
計

画
を
柱
に
し
た
、
主
に
貧
民
層
の
診
療
に
携
る
。

九
八
年
に
は
基
地
病
院

P
M
S
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル

に
建
設
、
パ
キ
ス
タ
ン
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所

も
併
せ
持
つ
。
一
九
八
六
年
か
ら
は
ア
フ
ガ
ン
難

民
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
現
在

ア
フ
ガ
ン
無
医
地
区
山
岳
部
に
三
つ
の
診
療
所
を

設
立
し
て
、
ア
フ
ガ
ン
人
の
無
料
診
療
に
も
あ
た

っ
て
い
る
。
ま
た
病
院
・
診
療
所
で
患
者
を
待
っ

だ
け
で
な
く
、
辺
境
山
岳
部
へ
も
定
期
的
に
移
動

診
療
を
行
っ
て
い
る
。
二
0
0
0
年
か
ら
は
中
央

ア
ジ
ア
、
特
に
ア
フ
ガ
ン
国
内
を
襲
っ
た
大
旱
魃

対
策
の
た
め
の
水
源
確
保
（
井
戸
掘
り
・
カ
レ
ー

ズ
の
復
旧
。
二
千
の
水
源
確
保
を
目
指
す
）
事
業

を
実
践
。
さ
ら
に
二

0
0
二
年
春
か
ら
ア
フ
ガ
ン

東
部
山
村
で
の
長
期
的
復
興
計
画
「
緑
の
大
地
プ

、
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
継
続
、
今
春

囃
．

"↑． 

か
ら
は
そ
の
一

環
と
し
て
灌
漑

水
利
計
画
に
着

手
。
年
間
診
療

数
約
二
十
万
人
。

尽
な
暴
力
主
義
と
対
決
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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竣工式挨拶
ペシャワール会＝PMS代表 中村哲

アサラーマレイコム。お集まりの方々に挨拶申し上げます。

本日、こうして皆さんのための水路建設が始まることを嬉しく思います。この仕事が多くのアフ

ガン人に幸せをもたらすことを祈ります。

水路の概要について説明いたします。

水路は、ジャリババ村からシェイワ郡まで全長12キロメートル、 3,000ジェリプ（約600ヘクタ

ール）の灌漑を目指します。これによる予想小麦生産高は約6,000から9,000トンを見込んでいます。

すなわち、最低約 5万名以上が生活できることになります。これを 2-3年かけて完成いたします。

アフガニスタンは今最も困難な時を迎えています。旱魃と内戦で人々は疲れきっています。新政

府を作るのにも、もっと時間が必要です。

実際は、政治のことは少しも分かりません。私もまた外国人です。しかし、この地に 20年近く

居て、この目でいろんなことを見てきました。外国人が来ては去り、来ては去り、どんな「援助」

をしたかです。その結末は、人々がよく知っています。

過去の経験から私が確信するのは、本当の支援とは、アフガン人のために実際に何が必要なのか

を見て、彼ら自身のためになることを実行することです。

その一環として、この計画が今始まりました。私たち PMSの仕事は国連や政府援助のように大

きくないかもしれませんが、これによって、自らの故郷が立ち直り、多くのアフガン人が幸せとな

り、自らの生活ができ、自らの文化を保ち、誇りと独立を保ちうると、希望するものであります。

PMSはこのために支援し続けるでしょう。これが我々のジハード（聖戦）であります。

最後に、皆様のご協力とご助力に感謝申し上げます。

どうもありがとうございました。

アフガニスタン、ゼンダバード（万歳） ！ 

地元長老の謝辞（要旨）

クズクナール地域長老会＝住民代表 モハマッド・アクバル氏

アフガニスタンは30年に及ぶ戦火で荒廃しました。だが、この中にあって私たちアフガン人を

助けてきたドクターサーブ中村に感謝します。共産政権に対する聖戦時代から、その活動は続いて

います。誰があの困難な時代に、診療活動ができたでしょうか。ドクターサーブはパキスタンにら

い病院を建て、自転車をこぐように、少しずつ、日本や現地を往来し、日本側の支援団体を組織し、

特にアフガン人のために力を尽くしてくれました。あちこちに診療所を作り、荒れた土地に水を注

いで緑地に変え、その支援は大きくなりました。

今回 12キロメートルの水路ができ、多くの人々が住めることは非常に嬉しいことです。もちろ

ん、ここには多くの地域の指導者が集まっています。水路はブデイアライ村、シェイワを潤します

が、近い将来、ベスードを含む全ての北部ニングラハル州に活動が広がるでしょう。ペシャワール

会＝PMSは水路、井堰も手がけ、この砂漠を緑地に戻し、安心して人々が住めるようにしようと

しています。中村先生はアフガンの人々を救援するために席を暖める暇もありません。私たちは今、

砂漠化した故郷の中で無為に過ごすべきでしょうか。

多くの人々が住めるようになることを感謝し、この仕事に協力を惜しまないでしょう。
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井
戸
の
給
水
方
法
を
め
ぐ
っ
て

日
本
で
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
様
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

先
日
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
五
本
目
の
灌
漑
井
戸
の
周
囲

の
住
民
か
ら

一
通
の
嘆
願
書
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

内
容
は
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
掘
っ
た
井
戸
か
ら
の
水
の
配

給
方
法
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
自
身
で
は
っ
き
り
決
め
て
ほ

し
い
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

こ
の
五
本
目
の
井
戸
だ
け
は
二
つ
以
上
の
地
域
に
ま
た

が
る
中
間
地
点
に
あ
り
、
他
の
四
本
の
井
戸
は
問
題
な
い

の
で
す
が
、
こ
の
場
所
で
は
水
を
巡
っ
て
地
域
間
の
争
い

が
起
こ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
は

ま
だ
ポ
ン
プ
な
ど
も
完
成
し
て
お
ら
ず
、
完
成
後
に
き
ち

ん
と
し
た
配
水
シ
ス
テ
ム
を
作
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
そ

の
前
に
水
争
い
を
避
け
た
い
と
申
し
出
て
き
た
の
で
す
。

驚
い
た
の
は
嘆
願
番
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
責
任
者

ひ
ほ
う

の
名
前
と
署
名
が
あ
り
、
一
部
の
人
間
が
他
の
者
を
誹
謗

目
黒

水
計
画
担
当
・
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所

＊
ワ
ー
カ
ー
通
信

一
通
の
嘆
願
書

丞

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
水
は
財
産
で
す
。

カ
レ
ー
ズ
を
個
人
的
に
所
有
し
て
い
る
も
の
は
地
主
以

上
の
収
入
と
権
力
を
手
に
す
る
こ
と
す
ら
で
き
る
社
会
で

す
。
彼
ら
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
我
々
に
判
断
を
委
ね
た

と
い
う
事
は
、
我
々
を
中
立
か
つ
公
平
な
第
三
者
と
し
て

認
識
し
た
と
い
う
事
で
す
。
我
々
は
完
成
後
に
住
民
自
身

に
よ
る
ジ
ル
ガ
（
長
老
会
議
）
を
開
催
し
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
代
表
者
が
立
会
人
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
を
提
案

し
、
長
老
や
住
民
も
承
諾
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
は

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
住
民
の
間
の
信
頼
関
係
を
示
す
良
い

例
だ
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
楽
観
的
に
「
絶
対
の
信
頼
関
係
が
あ
る
」

と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ
カ
に
よ

る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
空
爆
の
際
、
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

以
外
の
国
連
関
係
や
他
の

N
G
O
の
ほ
と
ん
ど
が
住
民
に

よ
る
略
奪
を
受
け
ま
し
た
。
数
年
前
に
ク
リ
ン
ト
ン
前
大

統
領
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
ス
ー
ダ
ン
に
巡
航
ミ
サ
イ
ル

を
繋
ち
込
ん
だ
際
に
も
、
略
奪
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
の

N
G
O
や
外
国
人
が
逃
げ
出
し
、
「
ど
う
せ
戻
ら
な

い
の
で
あ
れ
ば
•
•
…
.
」
と
貧
し
い
人
々
が
備
品
を
奪
っ
て

水
は
財
産

一

ち
ゅ
う
し
ょ
う

中
傷
す
る
た
め
に
菩
か
れ
た
物
で
は
な
い
事
で
し
た
。
ダ

ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
限
ら
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
隣
の
村

と
殺
し
合
い
を
す
る
こ
と
さ
え
あ
る
ほ
ど
、
独
立
性
が
強

く
、
血
縁
と
地
縁
を
重
視
し
、
排
他
性
の
強
い
人
々
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
署
名
者
の
中
に
は
私
が
知
っ
て
い
る
だ
け

で
も
仲
の
悪
い
村
同
士
の
責
任
者
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

生
活
の
た
め
に
売
り
払
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
我
々
の

事
務
所
が
略
奪
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
何
が
あ
っ
て
も
活

動
を
継
続
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示
し
続
け
た
た
め
で
し
た
。

う
す
れ
ゆ
く
親
日
感
情
の
中
で

現
在
、
ア
チ
ン
郡
で
は
作
業
終
了
が
近
づ
き
規
模
が
縮

小
さ
れ
つ
つ
あ
る
事
と
、
バ
キ
ス
タ
ン
よ
り
戻
っ
た
ば
か

り
の
元
難
民
だ
っ
た
住
民
が
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
を

知
ら
な
い
た
め
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
な
い
よ
う

PMSの井戸からあふれ出た水
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に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
イ
ラ
ク
攻
撃
が
始
ま
っ
て
し
ま

い
、
ま
た
活
動
地
域
以
外
の
住
民
は
我
々
の
活
動
を
知
ら

な
い
た
め
、
安
全
を
考
え
て
日
本
人
の
派
遣
を
控
え
て
い

ま
す
。
ア
チ
ン
郡
、
ロ
ダ
ッ
ト
郡
な
ど
、
活
動
の
歴
史
の

浅
い
地
域
は
し
ば
ら
く
様
子
を
見
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

信
頼
関
係
と
人
々
の
生
活
の
利
害
は
表
衷
一
体
だ
と
思
い

ま
す
。
援
助
団
体
が
活
動
を
終
了
す
れ
ば
、
彼
ら
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
人
に
と
っ
て
は
、
た
だ
の
通
り
す
が
り
の
外
国

ダラエ・ヌールの井堰建設予定地に立つ中村医師と目黒さん

た
だ
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
関
し
て
は
中
村
先
生
と
ペ
シ

ャ
ワ
ー
ル
会
が
十
年
以
上
も
の
間
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
医
療
活
動
を
続
け
て
き
た
と
い
う
実
績
が
信
頼
関
係

の
根
本
に
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
の
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー

ド
周
辺
の
状
況
を
見
て
、
略
奪
や
暴
動
な
ど
が
起
こ
る
気

配
は
ま
っ
た
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最

悪
の
場
合
と
し
て
、
治
安
が
悪
化
し
て
陸
路
で
パ
キ
ス
タ

ン
側
へ
の
避
難
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
し
た
ら
全
日
本
人

を
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
に
避
難
さ
せ
る
事
を
考
え
て
い
ま
す
。

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
住
民
な
ら
ば
命
が
け
で
我
々
を
守
っ
て

く
れ
る
と
信
じ
う
る
か
ら
で
す
。

信
頼
関
係
を
築
く
に
は
想
像
以
上
の
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
二
十
年
近
く
か
け
て
皆
さ
ん
の
ご
支
援
に
よ
り
築
き

上
げ
た
倍
頼
関
係
が
、
我
々
現
地
の
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
を

守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
ラ
ジ
オ
の

B
B
C
放
送
が
普
及

し
て
お
り
日
本
政
府
や
首
相
の
発
言
ま
で
私
よ
り
早
く
知

っ
て
い
ま
す
。
日
本
政
府
が
ア
メ
リ
カ
の
武
力
行
使
に
つ

い
て
す
ぐ
に
支
持
し
た
事
す
ら
有
名
で
す
。

そ
れ
で
も
我
々
が
変
わ
ら
ず
活
動
を
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
住
民
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
よ
う

に
「
日
本
の
国
民
は
戦
争
を
望
ん
で
い
な
い
、
同
じ
人
類

の
平
和
を
望
ん
で
い
る
」
と
、
い
つ
か
す
べ
て
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
、
罪
も
な
く
苦
し
む
人
々

の
平
和
へ
の
祈
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
、
ラ
ジ
オ
で
既
報

人
と
変
わ
り
が
な
く
な
る
こ
と
す
ら
あ
り
え
る
の
で
す
。
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空
に
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ふ

リ
を
終
え
、
ゴ
ラ
マ
サ
ン
は
、
小
さ
く
身
を
震
わ
せ
た
。

T
 

ふ

一
階
台
所
脇
の

小
部
屈
て
、
仕
事
着
の
ま
ま
横
に
な
る
．

ぶ

ァ
ザ
ー
ン
を
耳

に
知
祗
―
ん
て
間
も
な
く
、
パ
シ

ュ
ト
ゥ

ン
の

ふ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ワ
ズ
・
ハ
ー
ン
の
大
声
が
上
階
か
ら
降
っ
て
来
た
。
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う
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も
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い
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印
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人
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心
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が
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た
時
予
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磋
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蝶
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を
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、
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時
代
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ガ
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身
の
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ザ
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恵
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仕
事
、
と
い
え
た
。
毎
朝
八
時
、
二
十
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ぃ

ぃ

1

名
の
仲
間
と
王
宮
前
へ
行
き
、
サ
ッ
カ
ー
場
程
も
あ
る
広
場
に

早
朝
、
人
々
が
し
ゃ
が
み
こ
ん
て
は
残
し
た
無
慮
数
百
の
人
糞

r

を
ス
コ
ッ
プ
．
て
掬
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、
ト
ラ
ッ
ク
荷
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に
敷
い
た
泥
に
撮
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上
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げ
る
。
ト
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と
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違
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に
、
果
物
や
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薩
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、
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の
や
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手
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車
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と
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場
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ぃ

ふ
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入
リ
、
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る
の
だ
っ
た
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糞
拾
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蔑
む
者
が
い
て
も
父
は
超
然
と
し
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し
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て
い
た
。

「
死
人
と
遺
族
に
導
師
、
戦
い
に
兵
士
、
病
人
に
医
者
、
貧
乏
人

ふ
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に
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…
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必
要
て
大
切
な
人
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:
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て
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事
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中
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t
ど
う
な
ろ
う
と
人
間
は
糞
を
す
る
。
生
き
て
る
証
し
だ
。
ス
コ
ッ

、

ょ
I

L

 

3

プ
を
地
面
に
向
け
る
度
、
神
様
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
、
そ
れ

ふ

が
判
る
ん
だ
…
…
。
」

~
．T
 

ぃ

ょ

五
十
オ
て
父
が
退
職
し
た
頃
、
兵
役
中
に
知
っ
た
ホ
テ
ル
・
オ

｀
 

F
 

ふ

ー
ナ
ー
の
息
子
と
の
縁
て
、
安
宿
バ
ー
ズ
・
ホ
テ
ル
に
ゴ
ラ
マ
サ

ン
は
職
を
得
た
。
そ
し
て
以
前
か
ら
決
っ
て
い
た
よ
う
に
、
主
な

ふぶ

T

9

仕
事
は
、
年
中
詰
ま
る
水
洗
便
所
の
パ
イ
プ
掃
除
だ
っ
た
。

T
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T
 

:L

薄
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を
破
リ
、
便
器
の
奥
深
く
手
を
差

L
入
れ
る
。
パ
イ
プ
の

T

よ

奥
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詰
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た
諸
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の
汚
物
を
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手
て
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リ
出
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、
ま
た
押
し
込
む
。
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よ

時
々
思
う
。
水
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は
、
眼
の
前
の
も
の
を
見
え
な
く
す
る
だ
け
て
、

｀F
 

4

地
上
か
ら
消
し
た
わ
け
て
は
な
い
。
流
れ
た
も
の
は
、
ど
こ
か
に

T
 
F-

3

在
る
。
ゴ
ラ
マ
サ
ン
の
質
量
不
変
の
法
則
て
あ
る
。

す

大
地
に
在
る
も
の
は
、
獣
や
虫
、
光
や
風
が
泥
に
還
す
。
そ
れ

f. 

を
汚
い
、
と
感
じ
た
こ
と
は
な
い
。

ふ

父
も
子
も
モ
ス
ク
に
は
決
し
て
入
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
夜

<

r
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リ
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い
。
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橋
本
康
範

へ
の
手
紙

作
物
は
順
調
に
根
付
い
て
い
ま
す

高
橋
修
氏
（
農
業
指
導
員
）

農
業
計
画
担
当

前
略
高
橋
さ
ん
、
す
っ
か
り
春
め
い
た
日
本
で
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
も
さ
ら
に
暖
か

さ
を
増
し
、
も
う
暑
い
く
ら
い
で

H
本
の
初
夏
の
陽
気
で

ま

す
。
高
橋
さ
ん
が
来
ら
れ
た
と
き
に
播
い
た
と
う
も
ろ
こ

し
、
ソ
ル
ゴ
ー
か
ら
も
芽
が
出
始
め
、
挿
し
木
し
た
ブ
ド

ウ
、
移
植
し
た
百
本
の
お
茶
か
ら
も
新
芽
が
顔
を
出
し
順

調
に
根
付
い
て
い
ま
す
。
今
同
の
高
橋
さ
ん
の
訪
問
で
私

は
高
橋
さ
ん
と
一
一
一
度
現
地
で
一
緒
に
活
動
し
た
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

初
め
て
高
橋
さ
ん
と
お
会
い
し
、
活
動
し
た
の
は
去
年

の
七
月
で
し
た
。
あ
の
時
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
一
番

暑
い
時
期
で
、
日
本
で
は
到
底
体
験
で
き
な
い
恐
ろ
し
く

イ
タ
イ
日
差
し
と
熱
風
が
襲
う
中
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
一
日
中
畑
で
の
仕
事
は
並
大
抵
の
休
力
が
な

い
と
堪
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
高
橋
さ
ん
は
跳
ぶ
よ

う
に
畑
を
駆
け
回
り
、
土
の
様
子
や
淮
水
に
つ
い
て
、
大

豆
や
と
う
も
ろ
こ
し
、
お
茶
の
栽
培
に
つ
い
て
、
何
も
知

ら
な
い
私
に
一
っ
―
つ
丁
寧
に
、
時
に
は
実
践
し
て
教
え

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の

農
家
と
仕
事
を
す
る
の
が
初
め
て
だ
っ
た
私
を
気
遣
い
、

私
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
一
切
の
疲
れ
も
見
せ
ず
責
任
感
強
く
一
っ
―
っ

の
活
動
を
消
化
し
て
い
く
高
橋
さ
ん
の
姿
に
強
く
胸
を
打

た
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
も
う
私
は
高
橋
さ
ん
の
と
り
こ
に
な
り
ま
し

た
。
―
一
度
目
は
昨
年
の
九
月
末
で
し
た
。
こ
の
と
き
高
橋

さ
ん
は
七
十
二
歳
の
誕
生
日
を
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
で
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
の
農
家
か
ら
手
作
り

の
花
の
首
飾
り
を
贈
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
農
業
計
画
、
水

源
確
保
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ
フ
み
ん

な
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
集
ま
り
、
高
橋
さ
ん

の
誕
生
日
を
祝
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の

お
返
し
に
高
橋
さ
ん
は
日
本
の
民
謡
を
力
い
っ
ば
い
歌
い

ま
し
た
。

今
厠
一
舌
一
月
の
訪
間
で
は
、
ぶ
ど
う
の
苗
を
予
想
以
上
に

パ
キ
ス
タ
ン
の
農
業
研
究
所
か
ら
譲
り
受
け
た
と
き
、
高

橋
さ
ん
は
担
当
の
方
に
抱
き
付
い
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
私
自
身
今
同
は
、
高
橋
さ
ん
と
一
緒
に
サ
テ
ラ
イ
ト

フ
ァ
ー
マ
ー
の
面
接
を
し
た
り
、
今
後
奨
励
し
て
い
く
技

術
・
作
物
・
品
種
に
つ
い
て
絞
り
込
ん
だ
り
と
、
そ
ん
な

活
動
の
中
で
ほ
ん
の
少
し
古
向
橋
さ
ん
の
考
え
に
近
づ
い
て

互
い
に
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
、
と
一
人
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
も
私
は
高
橋
さ
ん
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
来
る
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
高
橋
さ
ん
と
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
と
楽
し
く
て
仕
方
が
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
な
ぜ

か
ほ
っ
と
し
ま
す
。
た
っ
た
一
度
の
人
生
、
そ
れ
を
ど
う

生
き
る
べ
き
か
自
分
は
い
つ
も
答
え
を
求
め
、
し
か
し
、

一
生
か
け
て
も
答
え
が
出
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
高
橋
さ
ん
と
一
緒
に
い
る
と
な
ん
だ
か
そ
の
答

え
を
そ
っ
と
、
し
か
し
身
体
を
張
っ
て
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
は
っ
と
す
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

次
回
お
会
い
で
き
る
の
は
七
月
頃
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

あ
の
恐
ろ
し
い
暑
さ
の
中
で
の
再
会
と
な
り
ま
す
ね
。
そ

れ
で
も
や
は
り
高
橋
さ
ん
は
あ
の
暑
さ
を
も
の
と
も
せ
ず
、

ま
た
畑
を
跳
ぶ
よ
う
に
駆
け
回
り
な
が
ら
活
動
な
さ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
風
が
ど
う
っ
と
吹
い
た
ブ
デ
ィ
ア
ラ
イ

の
谷
で
、
大
き
な
ソ
ル
ゴ
ー
に
囲
ま
れ
て
涙
を
流
し
て
い

た
高
橋
さ
ん
の
姿
が
私
に
と
て
つ
も
な
い
力
を
与
え
て
く

れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
し
っ
か
り
高
橋
さ
ん
に
付
い
て
行

け
る
よ
う
、
そ
し
て
な
お
一
層
高
橋
さ
ん
と
深
い
話
が
出

来
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
で
は
互

い
に
く
れ
ぐ
れ
も
健
康
に
は
気
を
つ
け
、
ま
た
笑
っ
て
再

会

し

ま

し

ょ

う

。

草

々

ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
の
試
験
農
場
に
て

（
追
伸
）
高
橋
さ
ん
は
よ
く
冗
談
を
交
え
な
が
ら
奥
さ
ん
の
話

を
し
て
く
れ
ま
す
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
い
つ
も
遠

く
離
れ
た
、
と
て
も
安
全
と
は
い
え
な
い
土
地
に
来
て

の
活
動
に
よ
っ
て
奥
さ
ん
に
心
配
を
か
け
て
い
る
こ
と

を
気
に
か
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本

に
残
し
て
ぎ
た
奥
さ
ん
の
こ
と
を
と
て
も
心
配
な
さ
っ

て
い
ま
す
。
ど
う
か
奥
さ
ん
に
も
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
い
つ
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
呼
び
出

し
て
し
ま
っ
て
す
み
ま
せ
ん
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。



11 ペシャワール会報 No.75 2003年4月16日

変
わ
ら
ぬ
営
み

ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
山
脈
と
岩
塊
群
が
覆
う
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
東
部

一
帯
。
短
い
冬
が
去
り
、
春
愁
に
浸
る
暇
も
な

く
、
猛
烈
な
初
夏
の
漂
い
を
じ
り
じ
り
と
感
じ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
季
節
の
移
ろ
い
の
な
か
で
も
、
人
々

は
営
々
と
変
わ
ら
ぬ
光
景
を
我
々
に
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
然
の
創
り
だ
し
た
掟
に
逆
ら
う
こ
と
な
く
、
脈
々
と
時

だ
け
が
流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

依
然
と
し
て
、
旱
魃
の
被
害
が
治
ま
ら
な
い
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
、
例
年
の
降
雪
が
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で

そ
れ
ぞ
れ

す
。
と
は
い
え
、
今
冬
も
、
其
々
の
山
稜
に
降
雪
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
外
の
千
メ
ー
ト
ル
級
の
小
さ
な
山
々
に

は
、
降
雪
を
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
に
か
く
現
地
で
は
雨
が
極
端
に
少
な
過
ぎ
る
、
と
い

う
こ
と
は
確
か
な
こ
と
で
す
。

ク
ナ
ー
ル
川
の
源
流
は
、
隣
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
シ
ュ

ト
な
ど
、
辺
境
地
か
ら
遥
々
流
れ
て
き
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
・
ク
ナ
ー
ル
州
内
で
本
流
と
な
っ
て
現
わ
れ
ま
す
。

大
部
分
が
、
冬
の
雪
解
け
水
で
す
。
い
く
つ
も
の
支
流
が

集
ま

っ
て
本
流
に
注
ぎ
込
む
、
東
部

一
帯
の
代
表
的
な
河

P
M
S
現
地
連
絡
員
（
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
）

川
口
拓
真

わ
ず
か
な
恵
み
を
求
め
て

生
き
る
人
々

川
と
な
っ
て
い
ま
す
。
我
々
が
活
動
し
て
い
る
ニ
ン
グ
ラ

ハ
ル
州
の

一
部
と
ダ
ラ
エ
ヌ
ー
ル
付
近
を
掠
め
、

U
タ
ー

ン
を
す
る
よ
う
に
、
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
に
戻
り
ま
す
。
そ

し
て
パ
キ
ス
タ
ン
内
で
大
小
の
河
川
と
合
流
し
、
大
河
イ

ン
ダ
ス
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。
水
品
は

一
年
を
通
し
て

平
均
的
で
は
な
く
、
気
温
が
高
い
夏
季
の
あ
る

一
定
期
間

の
み
膨
大
に
流
れ
過
ぎ
去
り
ま
す
。

緑
と
褐
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

私
が
住
ん
で
い
る
北
九
州
に
は
、
遠
賀
川
と
い
う

一
級

河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
下
流
地
域
で
は
最
大
幅
が
五
百

メ
ー
ト
ル
近
く
は
あ
り
ま
す
。
川
幅
だ
け
で
比
較
す
る
と
、

現
在
私
が
住
ん
で
い
る
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
市
内
の
ク
ナ
ー

ル
川
は
、
そ
の
倍
以
上
に
大
き
な
川
で
す
。
流
域
に
は
多

く
の
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
季
か
ら
冬
季
に
か
け
て
、
ク
ナ
ー
ル
川
の
水

贔
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
近
郊
あ
た

り
で
は
、
歩
い
て
渡
れ
る
程
ま
で
に
減
っ
て
い
ま
し
た
。

市
内
を
外
れ
る
と
、
人
工
的
な
治
水
施
設
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
川
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど
、
川
の
恵
み
を
受
け

る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
よ
う
に
、

高
度
化
さ
れ
た
治
水
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。
飲
料
水
も
灌

漑
用
水
も
、
自
然
環
境
が
造
り
だ
し
た
摂
理
に
大
き
く
依

存
し
て
い
ま
す
。

ニ
ン
グ
ラ
ハ
ル
州
都
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
よ
り
ダ
ラ
エ
ヌ

ー
ル
ま
で
の
道
中
は
、
幾
つ
か
の
村
を
通
り
抜
け
辿
り
着

き
ま
す
。
ク
ナ
ー
ル
川
の
恵
み
を
受
け
て
緑
豊
か
な
地
域

が
あ
り
、
其
々
の
村
、
其
々
の
集
落
、
其
々
の
家
か
ら
な

る
、
素
朴
な
営
み
が
あ
り
ま
す
。
子
供
か
ら
大
人
ま
で
畑

仕
事
や
牛
の
飼
育
に
忙
し
く
、
緑
豊
か
な
光
景
が
珍
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
と
数
キ
ロ
と
離
れ
て
い
な
い
、
河
川

か
ら
離
れ
た
村
に
な
る
と
、

景
色
が
か
な
り
違
っ
て
き
ま

す
。
家
が
立
ち
並
ん
で
は
い
る
け
れ
ど
も
、
緑
豊
か
な
作

物
が
見
当
た
ら
ず
、
草
木
も
そ
れ
ほ
ど
生
え
て
い
ま
せ
ん
。

石
コ
ロ
だ
ら
け
の
土
地
に
、
慎
ま
し
い
生
活
を
し
て
い
る

家
が
数
軒
。
余
り
に
も
狭
い
範
囲
で
、
豊
か
な
土
地
、
貧

し
い
土
地
の
境
界
が
く
つ
き
り
と
見
て
と
れ
ま
す
。
ひ
ど

い
と
こ
ろ
で
は
数
百
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
。

緑
と
茶
褐
色
の
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
顕
著
に
現
し
て
い

ま
す
。

不
条
理
の
帰
結

清
潔
で
な
い
川
の
水
を
そ
の
ま
ま
飲
む
と
、
外
国
人
に

限
ら
ず
現
地
の
人
々
も
、
お
腹
を
壊
し
や
す
く
な
る
よ
う

で
す
。
身
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
水
は
、
衛
生
上
良
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
清
潔
な
飲
料
水
を
確
保
す
る
こ
と

で
、
病
気
に
か
か
る
患
者
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
と

中
村
先
生
は
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
川
の
恵
み
は
自

然
の
恵
み
、
流
域
に
流
れ
る
地
下
水
も
灌
漑
用
水
も
、
と

て
も
貴
重
な
天
然
資
源
で
す
。

人
為
的
な
不
条
理
の
拡
大
が
、
暴
掠
を
極
め
尽
く
し
た

あ
と
に
、
な
に
が
失
わ
れ
、
な
に
が
残
り
、
そ
し
て
な
に

が
生
ま
れ
る
の
か
を
、
絶
え
ず
見
極
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
警
鐘
が
乱
打
さ
れ
る
な
か
で
も
、
ま
ず
は
自
然

と
共
存
す
る
道
を
、
平
和
を
摸
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
僅
か
な
恵
み
を
得
る
た

め
に
、
今
後
も
現
地
と
共
に
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
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ー
大
イ
ベ
ン
ト

現
在
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
我
々
の
活
動
に
お

い
て
、
カ
ー
ブ
ル
と
い
う
の
は
や
や
遠
い
地
域
で
あ
る
。

地
図
で
見
る
と
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
と
は
州
と
し
て
隣
り
合

わ
せ
な
の
だ
が
、
活
動
現
場
と
し
て
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
女

性
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
既
に
終
了
し
た
し
、
日
本
人
ス
タ

ッ
フ
の
ア
フ
ガ
ン
ヴ
イ
ザ
延
長
手
続
き
も
、
今
で
は
ジ
ャ

ラ
ラ
バ
ー
ド
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
ん
な
カ
ー
ブ
ル
ヘ
、
三
月
の
頭
に
急
遠
派
遣
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
新
計
画
に
際
し
て
必
要
な
、
中
古
車
の

購
入
の
た
め
で
あ
る
。
そ
の
仕
事
を
担
当
す
る
よ
う
に
な

っ
た
二
月
以
降
、
ト
ル
ハ
ム
を
含
め
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
中

の
中
古
車
店
を
探
し
続
け
て
き
た
も
の
の
、
空
爆
以
降
の

物
価
上
昇
と
あ
わ
せ
、
我
々
の
予
算
内
に
収
ま
る
も
の
は

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

中
古
車
の
購
入
は
、
こ
ち
ら
で
は
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。
滞
在
が
半
年
の
ひ
よ
っ
こ
日
本
人
の
私
に
務
ま
る
は

ず
も
な
い
。
自
動
車
を
選
定
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ア
ブ
ド

ル
・
ハ
ミ
ッ
ド
、
タ
フ
・
ネ
ゴ
シ
ェ
ー
タ
ー
の
ジ
ア
副
院

長
、
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ワ
ヒ
ー
ド
に
私
、
と
い
う
メ

P
M
S
現
地
連
絡
員
（
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
）

黒

澤

力

中
古
車
購
入
の

急
務
帯
び
カ
ー
ブ
ル
ヘ

中
国
の
地
方
都
市
を
想
起
さ
せ
る
旧
共
産
圏
的
な
整
然

と
し
た
街
並
み
も
見
ら
れ
る
が
、
成
程
噂
に
聞
い
て
い
た

交
通
渋
滞
と
、
あ
ち
こ
ち
に
張
り
出
し
た
バ
ラ
ッ
ク
の
よ

う
な
建
物
、
そ
し
て
ど
ん
よ
り
し
た
天
気
の
せ
い
で
、
ど

う
に
も
雑
然
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
と
も
あ
れ
さ
す
が

の
首
都
、
や
は
り
大
き
い
。

わ
れ
わ
れ
一
行
は
宿
を
求
め
こ
の
大
都
市
を
さ
ま
よ
っ

た
。
が
、
世
界
の
注
目
を
浴
び
て
か
ら
こ
の
か
た
外
国
人

が
お
金
を
落
と
し
て
行
っ
た
結
果
、
首
都
の
物
価
は
軒
並

み
急
上
昇
し
た
と
い
う
。
一
般
的
な
ホ
テ
ル
で
さ
え
一
人

四
十
米
ド
ル
を
取
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
我
々
は

結
局
四
人
で
八
百
円
ほ
ど
の
大
衆
宿
に
身
を
投
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
若
い
私
や
ド
ラ
イ
バ
ー
は
と
も
か
く
、
副
院

長
ま
で
が
こ
の
四
人
部
屋
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
、

と
い
う
私
の
心
配
を
よ
そ
に
、
ジ
ア
先
生
は
「
外
国
人
が

い
な
け
れ
ば
四
人
で
四
百
円
だ
っ
た
そ
う
だ
ぞ
」
と
お
茶

目
な
笑
み
す
ら
浮
か
べ
て
お
ら
れ
た
。

出
発
前
に
ス
タ
ッ
フ
達
か
ら
「
カ
ー
ブ
ル
は
寒
い
か
ら

気
を
付
け
ろ
」
と
い
わ
れ
た
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
、
翌
朝

物
価
は
軒
並
み
急
騰

ン
バ
ー
で
、
こ
れ
で
も
随
分
良
く
な
っ
た
と
い
う
デ
ロ
ボ

コ
道
を
、
カ
ー
プ
ル
ヘ
向
け
て
発
っ
た
。

三
時
間
ほ
ど
の
道
を
経
て
、
い
よ
い
よ
首
都
が
近
い
と

い
う
と
こ
ろ
で
、
な
お
山
岳
地
帯
が
続
き
戦
車
の
残
骸
が

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
る
。
ア
フ
ガ
ン
出
身

の
ジ
ア
先
生
い
わ
く
、
地
元
の
人
が
戦
争
を
伝
え
る
た
め

に
敢
え
て
残
し
て
い
る
の
だ
、
と
い
う
。
山
か
ら
ス
ー
っ

と
平
野
へ
降
り
て
行
き
、
気
が
つ
い
た
ら
市
内
に
入
っ
て

ヽ
こ
。
L
t
 

は
雪
が
降
っ
た
。
ぬ
か
る
む
道
を
一
軒

一
軒
探
し
、
何
台

も
の
車
を
試
乗
し
て
み
た
が
、
結
局
目
が
高
い
ア
ブ
ド

ル
・
ハ
ミ
ッ
ド
を
満
足
さ
せ
る
車
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
で
は
致
し
方
あ
る
ま
い
、
と
り
あ
え

ず
は
日
雇
い
の
レ
ン
タ
カ
ー
で
始
め
る
し
か
な
か
ろ
う
：
・

予
想
外
の
結
果
に
肩
を
落
と
し
つ
つ
、
昨
晩
と
同
じ
大
衆

宿
に
帰
る
。

あ
ま
り
の
短
い
滞
在
の
せ
め
て
も
の
記
念
に
と
、
現
時

点
で
は
国
内
で
唯
一
機
能
し
て
い
る
と
い
う
郵
便
局
へ
い

っ
て
み
た
。
手
紙
を
投
函
す
る
と
、
な
ん
だ
か
か
わ
い
ら

し
い
切
手
を
貼
る
の
で
、
何
枚
か
み
せ
て
も
ら
っ
た
。
破

壊
さ
れ
た
バ
ー
ミ
ヤ
ン
遺
跡
追
悼
の
も
の
か
ら

一
九
六
四

年
の
ザ
ヒ
ル
シ
ャ
ー
元
国
王
の
も
の
ま
で
、
そ
の
ま
ま
現

役
で
供
さ
れ
て
い
る
の
が
奥
味
深
い
。

ブ
ル
カ
を
着
用
せ
ず
に
闊
歩
す
る
女
性
も
、
洋
服
を
ま

う

ぞ

う

む

ぞ

う

と
っ
た
若
者
も
、
そ
し
て
有
象
無
象
の
外
国

N
G
O
の

人
々
か
ら
二
十
一
カ
国
よ
り
な
る
国
際
治
安
部
隊
の
兵
士

ま
で
、
こ
の
街
は
す
べ
て
を
受
け
入
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。

報
告
等
を
考
え
パ
ソ
コ
ン
と
と
も
に
持
ち
込
ん
だ
電
流
安

定
器
が
無
用
の
長
物
と
な
る
ほ
ど
に
電
力
供
給
が
極
端
に

不
足
し
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た
中
か
ら
、

新
し
い
平
和
と
安
定
が
生
み
出
さ
れ
て
行
く
こ
と
を
祈
念

し
て
や
ま
な
い
。

、
、
、

▼
未
使
用
の
切
手
、
ハ
ガ
キ
を
1
・▼

＊
会
報
の
発
送
費
に
、
年
間
百
万
円
以
上
が
か

か
っ
て
お
り
ま
す
。
未
使
用
の
切
手
・
書
き
損

じ
の
ハ
ガ
キ
等
お
送
り
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
（
古
切
手
不
可
）
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現
在
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会

(
P
M
S
)
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド

オ
フ
ィ
ス
ス
タ
ッ
フ
は
仕
事
が
忙
し
く
、
て
ん
て
こ
舞
い

で
あ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
中
村
先
生
が
、
長
い
間
胸
の

う
ち
で
あ
た
た
め
て
お
ら
れ
た
灌
漑
用
水
路
建
造
計
画
が

二
0

0
三
年
二
月
に
突
然
、
構
想
段
階
か
ら
実
行
段
階
へ

と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
か
ら
だ
。
全
長
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
い
う
長
大
な
灌
漑
用
水
路
で
約
五
万
人
の
人
々
の
生

き
る
糧
に
な
る
と
い
う
代
物
で
あ
る
。
元
来

P
M
S
は
医

療

N
G
o
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
た
が
、
い
ま
で
は
九

百
本
以
上
の
井
戸
を
堀
り
、
農
業
を
始
め
、
次
は
長
大
な

灌
漑
用
水
路
を
建
造
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

P
M
S
の
頭

で
あ
る
中
村
先
生
は
怪
物
だ
。

私
は
ま
だ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
来
て
ニ
ヶ
月
程
度
し
か

経
っ
て
い
な
い
の
だ
が
、
ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状

態
の
時
に
、
今
年
か
ら
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
灌
漑
用
水

路
を
作
り
始
め
る
と
聞
い
た
。
す
で
に
周
り
の
日
本
人
の

先
輩
方
は
忙
し
い
侮
日
を
過
ご
し
、
仕
事
仕
事
の
毎
日
だ

っ
た
。
私
は
と
い
え
ば
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
や
国
民

性
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
為
、
金
魚
の
フ
ン
の
よ
う
に

最
初
は
「
金
魚
の
フ
ン
」

P
M
S
現
地
連
絡
員
（
ジ
ャ
ラ
ラ
バ
ー
ド
事
務
所
）

近
藤
真

日
本
と
ア
フ
ガ
ン
の

平
和
を
危
惧

そ
の
後
、
肩
の
力
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
私
は
現
地
人
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
事
務
所
に
戻
り
、
彼
ら
と
共
に
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ
い
で
い
た
。
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
っ
と
周

り
の
人
達
と
話
を
し
た
後
、
こ
の
お
茶
う
ま
い
な
ぁ
と
、

の
ん
き
に
感
心
し
て
い
た
。
す
る
と
突
然
、
周
り
の
人
達

が
お
祈
り
を
し
だ
し
た
の
で
あ
る
。
お
茶
に
気
を
取
ら
れ

て
い
た
私
も
焦
っ
て
お
祈
り
を
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
急

に
お
祈
り
を
し
だ
し
た
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
っ
た
の

で
、
片
言
の
パ
シ
ュ
ト
ー
語
で
彼
ら
に
質
問
し
た
。
答
え

は
こ
う
で
あ
る
。

「
イ
ラ
ク
攻
撃
が
始
ま
ら
な
い
よ
う
に
お
祈
り
を
し
た
の

だ」。あ
の
時
、
戦
争
が
始
ら
な
い
よ
う
に
お
祈
り
を
し
て
い

た
彼
ら
は
戦
争
の
始
っ
た
今
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
日
本
が
こ
の
戦
争
に
荷
担
し
て
い

る
と
い
う
事
を
知
っ
た
時
、
彼
ら
は
我
々

H
本
人
の
事
を

ど
う
思
う
の
だ
ろ
う
か
。
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
は
日
本
の
支

平
和
の
祈
り

先
輩
の
後
に
付
い
て
行
く
事
し
か
出
来
な
か
っ
た
。

H
本

と
は
文
化
や
社
会
、
言
莱
の
違
う
国
で
我
々
外
国
人
が
現

地
の
人
達
と
仕
事
を
す
る
と
い
う
事
は
想
像
以
上
に
難
し

い
事
で
あ
り
、
日
本
で
は
す
ぐ
に
片
が
付
く
よ
う
な
仕
事

で
も
、
な
か
な
か
解
決
出
来
な
い
よ
う
な
事
が
多
々
あ
っ

た
。
先
輩
方
は
そ
の
事
を
良
く
心
得
て
お
り
、
ど
う
に
か

三
月
十
九
日
、
灌
漑
用
水
路
の
セ
レ
モ
ニ
ー
（
鍬
入
れ
式
）

ま
で
辿
り
着
い
た
の
だ
っ
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
当
日
も
、
灌

漑
用
水
路
を
作
る
地
元
の
人
達
の
協
力
や
、
い
つ
も
以
上

に
一
生
懸
命
働
く
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ
で
、
事
は

順
調
に
運
び
、
セ
レ
モ
ニ
ー
は
無
事
終
了
し
た
。

援
者
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
努
力
を
惜
し
ま
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
努
力
は
現
地
の
人
々
の
理
解
と
協
力
が
な

け
れ
ば
無
意
味
な
も
の
と
な
る
と
私
は
思
う
。
こ
れ
か
ら

灌
漑
用
水
路
建
造
計
画
は
本
格
的
に
始
動
す
る
の
だ
が
、

私
は
少
し
不
安
で
あ
る
。
戦
争
が
長
引
け
ば
長
引
く
ほ
ど
、

現
地
人
と
日
本
人
と
の
間
に
確
執
が
生
じ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
取
り
越
し
苦
労
な
ら
い
い
の
だ
が
。

竣工式での鍬入れの様子
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「
イ
ク
ラ
ム
さ
ん
」
だ
け
で
四
人
！

会
計
を
通
じ
て
信
頼
構
築

P
M
S
会
計
事
務
担
当

中
山
博
喜

最
近
、
よ
く
夢
を
見
る
。

私
が
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で
夢
は
ず
っ
と
見
て
き
た
わ

け
だ
が
、
最
近
の
夢
は
登
場
人
物
が
変
わ
っ
て
き
た
。
私

と
一
緒
に
働
い
て
い
る
現
地
の
人
々
が
出
現
し
だ
し
た
の

だ
。
夢
の
中
で
も
彼
等
は
ヤ
ッ
パ
リ
現
地
語
で
あ
る
。
夢

だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
等
が
日
本
語
を
話
し
て
く
れ
る
よ
う

な
嬉
し
い
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
。
し
か
し
意
思
の
疎
通
は
現

実
の
世
界
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
、
か
つ
ク
リ
ア
ー
、
さ
す
が

夢
“
で
あ
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
に
来
て
す
ぐ
の
頃
、
現
地
の
人
々
の
顔
は

み
ん
な
同
じ
に
見
え
た
。
名
前
だ
っ
て
覚
え
る
の
に
苦
労

し
た
。
現
地
語
に
は
日
本
語
に
無
い
発
音
が
多
く
、
つ
ま

り
の
と
こ
ろ
初
め
て
聞
く
発
音
ば
か
り
で
、
し
か
も
同
姓

同
名
が
非
常
に
多
い
。
病
院
の
中
だ
け
で
”
イ
ク
ラ
ム
さ

ん
“
が
四
人
い
る
。
こ
ん
な
理
由
が
あ
る
も
ん
で
、
初
め

は
誰
が
ど
の
名
前
で
、
ど
の
名
前
の
人
が
ど
の
顔
の
人
と

い
う
の
が
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
当
然
す
ぐ
に
現
地
語

が
話
せ
る
わ
け
で
も
な
く
、
彼
等
が
話
し
掛
け
て
き
た
時

は
「
わ
ー
つ
。
な
…
…
何
か
言
っ
て
る
」
と
元
気
に
笑
顔
、

内
心
ド
キ
ド
キ
の
状
態
で
、
顔
や
名
前
を
覚
え
て
い
ら
れ

る
状
況
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
も
あ
る
。

そ
れ
も
今
と
な
っ
て
は
昔
の
話
（
と
い
っ
て
も
、
ほ
ん

の
二
年
前
の
話
な
ん
で
す
）
で
、
最
近
は
そ
れ
こ
そ
日
本

人
の
顔
や
名
前
よ
り
も
す
ん
な
り
と
、
と
ま
で
は
行
か
な

い
ま
で
も
、
夢
に
ま
で
登
場
し
て
く
る
ぐ
ら
い
に
な
っ
た

の
だ
。
私
の
夢
の
中
に
現
地
の
人
々
が
登
場
し
始
め
た
と

い
う
事
は
、
あ
る
意
味
で
言
う
と
、
そ
れ
だ
け
彼
等
と
の

関
係
が
深
く
な
り
、
彼
等
の
存
在
が
私
の
心
に
残
る
も
の

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
で
あ
る
。
・
:
．．． 
と
思
い
た
い
。

”
会
計
11

の
見
せ
場

ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
活
動
に
は
何
百
人
も
の
現
地
の

人
々
が
携
わ
っ
て
い
る
。
我
々
の
活
動
は
彼
等
の
活
躍
と

信
頼
関
係
な
く
し
て
は
進
行
し
な
い
。
病
院
で
も
そ
う
、

井
戸
掘
り
に
し
て
も
農
業
に
し
て
も
、
そ
し
て
食
糧
配
給

の
際
も
そ
う
だ
っ
た
。
外
国
人
が
一
切
入
国
す
る
こ
と
の

出
来
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
、
外
国
の
戦
闘
機
に
よ

る
空
爆
が
続
く
な
か
、
彼
等
は
必
死
に
な
っ
て
走
り
回
り
、

食
糧
を
配
っ
て
回
っ
た
。
そ
の
活
躍
ぶ
り
に
対
し
て
感
動

し
感
謝
す
る
の
と
同
時
に
、
信
頼
関
係
構
築
の
重
要
性
を

再
認
識
し
、
こ
こ
ま
で
彼
ら
と
の
信
頼
関
係
を
築
い
て
き

た
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
の
先
人
達
の
努
力
に
敬
服
し
た
も
の

で
あ
る
。

こ
の
信
頼
関
係
な
る
し
ろ
も
の
、
構
築
す
る
の
も
難
し

け
れ
ば
持
続
さ
せ
る
の
も
難
し
い
。
こ
の
関
係
を
壊
し
て

し
ま
う
原
因
の
一
っ
と
し
て
は
金
銭
的
な
問
題
が
あ
げ
ら

れ
る
。
金
銭
的
問
題
の
な
か
で
も
ま
た
凄
い
数
の
問
題
に

枝
分
か
れ
す
る
の
だ
が
、
要
は
こ
れ
ら
の
金
銭
問
題
に
ぶ

つ
か
り
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
の
が
”
会
計
“
の
仕
事
、

”
会
計
“
の
見
せ
場
な
の
で
あ
る
。
と
書
く
と
会
計
の
仕

事
が
か
な
り
情
熱
的
で
か
っ
こ
い
い
仕
事
に
思
わ
れ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
…
…
。
し
か
し
現
実
に
は
情
熱
的
な
ん

て
も
の
を
通
り
越
し
、
典
密
し
す
ぎ
て
怒
り
を
露
に
し
な

が
ら
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
ば
か
り
で
あ
る
。

ん
ー
、
や
は
り
現
実
は
厳
し
い
。

「わ

1
つ
。
な
…
…
何
か
言
っ
て
る
」
な
ん
て
言
っ
て
い

た
頃
が
懐
か
し
い
（
と
い
っ
て
も
、
ほ
ん
の
二
年
前
の
話

砂漠化 したクナール川下流域
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P
M
S
現
地
連
絡
貝

ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
な
ん
の
能
力
も
な
い
ま
ま
不
安
を
抱

え
つ
つ
現
地
を
訪
れ
、
約
半
年
の
間
自
分
に
で
も
で
き
る

こ
と
を
探
し
て
も
ら
い
な
が
ら
先
輩
ワ
ー
カ
ー
の
方
々
や

現
地
ス
タ
ッ
フ
に
少
し
ず
つ
育
て
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
敬
遠
し
て
い
た
言
語
の
習
得
に
関
し
て
、
努
力
と

か
苦
労
と
い
っ
た
当
初
思
い
描
い
た
や
り
方
と
は
違
う
道

の
り
を
歩
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

僕
は
こ
れ
ま
で
、
長
い
時
間
、
感
情
の
こ
も
っ
た
日
本

語
を
聞
き
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。
家
族
や
周
り
の
人
の
問

い
か
け
に
泣
い
た
り
笑
っ
た
り
叫
ん
だ
り
し
て
答
え
よ
う

と
し
ま
し
た
。
感
情
と
感
情
の
や
り
と
り
の
中
で
言
葉
を

覚
え
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
ま
さ
に
そ
れ
と
同

目
黒
存

現
地
語
習
得
の
道
は
る
か

な
ん
で
す
）
、
彼
ら
の
名
前
を
叫
び
な
が
ら
、
彼
等
の
顔

を
ま
じ
ま
じ
見
な
が
ら
、
先
人
達
の
築
い
て
く
れ
た
”
信

頼
“
の
柱
を
壊
さ
ぬ
よ
う
、
今
日
も
彼
等
の
投
げ
か
け
る

問
題
を
解
決
す
べ
く
、
・
…
・
・
地
下
に
こ
も
っ
て
遥
g

認
作

日
本
人
ワ
ー
カ
ー
の
た
め
の
現
地
語
教
室
で
教
わ
っ
た

言
葉
が
肉
声
と
し
て
耳
に
残
っ
て
言
葉
と
し
て
口
か
ら
出

る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
向
上
心
が
湧
い
た
と
き
、

と
い
う
よ
り
は
、
も
っ
と
伝
え
た
い
事
が
あ
る
と
き
に
本

を
開
い
て
い
ま
す
。
自
分
の
言
葉
の
学
習
の
ス
ピ
ー
ド
は

と
て
も
遅
い
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
努
力
や
訓
練
を
す
る

べ
き
だ
と
も
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
少
し
ず
つ
で
も
こ

う
し
て
気
持
ち
と
言
葉
が
か
み
合
っ
て
言
語
を
身
に
つ
け

て
い
る
事
に
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
地
で
の
活
動
に
関
し
て
も
、
自
分
は
即
戦
力
と
し
て

現
地
に
来
た
の
で
は
な
い
分
、
ゆ
っ
く
り
と
こ
の
土
地
で

の
生
き
方
や
考
え
方
を
学
ぶ
よ
う
に
、
も
う
一
度
子
供
の

成
長
過
程
を
な
ぞ
り
な
が
ら
現
地
に
受
け
入
れ
て
も
ら
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
学
齢
期
で
あ
る
こ
と
を
楽
し

み
な
が
ら
い
ず
れ
成
長
し
て
活
動
期
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
今
の
こ
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
厚
意

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

気
持
ち
と
言
葉
が
か
み
合
い
だ
し
た

業
“
に
没
頭
す
る
の
で
あ
る
。

き
ょ
う
私
と
同
じ
セ
ク
シ
ョ
ン
で
働
い
て
い
る
現
地
職

貝
か
ら
、
「
昨
夜
、
私
と
ミ
ス
タ
ー
・
ナ
カ
ヤ
マ
が
一
緒

に
教
会
へ
行
く
（
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
）
夢
を
見

じ
よ
う
な
方
法
で
現
地
語
や
英
語
を
少
し
だ
け
覚
え
て
い

た
の
で
す
。
文
法
な
ど
ほ
ど
遠
く
、
難
し
い
話
も
で
き
ま

せ
ん
が
、
と
に
か
く
相
手
と
感
情
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
で
き
る
の
が
嬉
し
く
て
僅
か
な
単
語
に
表
情
や
身
振

り
手
振
り
を
つ
け
て
話
し
て
い
ま
す
。

た
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
ん
ー
、
彼
の
夢
の
中
に
私
が
登
場

し
始
め
た
と
言
う
事
は
、
あ
る
意
味
で
言
う
と
、
そ
れ
だ

け
彼
等
と
の
関
係
が
深
く
な
り
、
私
の
存
在
が
彼
の
心
に

残
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
拠
で
あ
る
…
…
と
。

▼
事
務
局
か
ら
の
お
願
い

振
込
票
の
記
入
は
楷
書
で
▼

＊
ご
寄
付
を
お
送
り
頂
い
た
郵
便
払
い
込
み
用

紙
の
、
皆
さ
ま
の
住
所
・
氏
名
が
判
読
で
き
な

い
こ
と
が
時
々
あ
り
、
処
理
に
苦
慮
し
て
お
り．． 

ま
す
。
ご
住
所
・
ご
氏
名
は
で
き
る
だ
け
分
か

．．．． 

り
や
す
く
ご
記
入
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼
寄
附
を
し
て
い
た
だ
＜
皆
さ
ま
へ
▼

＊
当
会
は
法
人
格
を
持
た
な
い
「
任
意
団
体
」

で
す
。
お
送
り
下
さ
っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は

税
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
予
め
ご
了

承
頂
き
ま
す
よ
う
、
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
聖
愚
者
の
物
語
」
甲
斐
大
策
著

5
月
下
旬
ご
ろ
刊
行
で
す
▼

＊
昨
年

74
号
で
ご
予
約
を
募
り
ま
し
た
甲
斐
大

策
氏
の
「
表
紙
絵
を
め
ぐ
る
物
語
」
を
ま
と
め

た
短
編
集
の
刊
行
が
大
変
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
ご
予
約
の
方
は
出
来
次
第
お
届
け
い
た

し
ま
す
。
何
卒
ご
了
承
下
さ
い
。

▼ 
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一 中村哲医師の本一一
み

辺境で診る
辺境から見る
新刊 [4月末刊11800円

時代の本流を尻目に黙々と歩む中
村医師。その果敢な思考と実践0)軌
跡。虚構に満ちた世界の中で、恩考し、
実践することとは何かを問う。

ダラエ•ヌールヘの逍
【3刷】2000円

医者井戸を掘る
アフガン旱魃との闘い

【8刷】 1800円

医は国境を越えて
【4刷]2000円

ペシャワールにて
【8刷】 1800円

石風社需悶讐昂醤i2-3-24

ほんとうのアフカ・ニスクン
1200円

光文社
凍）j（都文京区音羽1-16-6
TEL 03(5395)812> 

アフガニスクンの
1200,円診療所から

筑序書房 東京都台床区蔵前244
TEI.. 03(5687)2匂0

価格はすべて本体価（税別）です

●
事
務
局
便
り

＊
三
月
二
十
日
、
圧
倒
的
な
軍
事
力
を
背
景
に
米
英
軍
は
イ
ラ

ク
に
侵
攻
し
た
。
大
義
名
分
は
幾
度
か
す
り
代
わ
り
つ
つ
「
フ

セ
イ
ン
の
圧
政
か
ら
、
イ
ラ
ク
民
衆
を
解
放
す
る
」
こ
と
だ
と

い
う
。
開
戦
当
初
の
名
分
は
、
査
察
に
応
ぜ
ず
、
肌
界
の
テ
ロ

リ
ス
ト
に
よ
る
危
機
を
拡
散
さ
せ
る
イ
ラ
ク
に
対
す
る
制
裁
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
は
自
分
の
影
に
お
び

え
る
よ
う
に
外
部
に
恐
怖
を
妄
想
し
、
国
益
の
た
め
第
三
低
界

に
先
制
攻
撃
を
仕
掛
け
て
き
た
歴
史
を
持
つ
国
で
あ
る
（
そ
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
は
、
国
内
で
銃
器
犯
罪
に
よ
る
死
者
年
間
一

万
一
千
人
以
上
を
生
み
出
し
て
い
る
）
。

圧
倒
的
な
軍
事
力
が
「
正
義
と
民
主
主
義
」
を
装
い
、
国
際

社
会
も
戦
争
の
是
非
に
は
触
れ
る
こ
と
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
利
寓

で
「
戦
後
復
興
」
を
唱
え
は
じ
め
た
。
し
か
し
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
「
戦
後
復
興
と
民
主
化
」
を
知
る
も
の
と
し
て
は
、
そ

の
欺
脳
に
異
義
を
申
し
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
フ
ガ
ン
で
も

ア
メ
リ
カ
は
「
タ
リ
バ
ン
の
圧
政
か
ら
ア
フ
ガ
ン
民
衆
を
解
放

す
る
」
と
い
う
名
分
を
か
か
げ
た
。
そ
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
は
無
秩
序
と
軍
閥
の
台
頭
で
あ
る
。

N
G
o
、
国
連
組
織
、
各
国
政
府
機
関
が
「
復
興
事
業
」
を

始
め
て
す
で
に
一
年
が
経
過
し
た
。
し
か
し
難
民
帰
還
事
業
で

帰
さ
れ
た
村
は
旱
魃
で
荒
れ
果
て
大
半
の
村
人
は
再
び
難
民
と

な
っ
て
隣
国
に
舞
い
戻
っ
て
い
る
。
復
興
資
金
が
消
費
さ
れ
れ

ば
、
数
年
を
経
ず
国
際
紐
織
は
撤
退
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
こ

の
歯
軋
り
す
る
よ
う
な
無
力
感
の
中
で
私
達
は
何
を
す
べ
き
な

の
か
。
答
え
は
な
い
。
だ
が
現
地
の
人
々
に
と
っ
て
今
必
要
な

こ
と
だ
け
は
分
か
っ
て
い
る
。
私
逹
は
旱
魃
に
促
さ
れ
て
井
戸

を
掘
り
、
カ
レ
ー
ズ
を
修
復
し
龍
漑
井
戸
を
作
っ
て
ぎ
た
。
そ

し
て
今
ま
た
全
長
十
ニ
キ
ロ
の
瑚
漑
用
水
路
の
建
設
に
着
手
し

た
。
虚
構
に
満
ち
た
世
界
に
抗
す
る
に
は
、
地
を
遥
う
し
か
な

い
の
か
も
知
れ
な
い
。

ペ

村

か

ら

月

今
春
五
年
振
り
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
を
訪
れ
ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に

P
M
S
の
旧
友
に
接
し
、
感
激
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。
十

三
年
の
知
己
の
ら
い
患
者
バ
ー
バ
ー
の
元
気
な
顔
、
ま
た
そ
の

奥
様
が
見
舞
い
に
来
て
い
て
、
私
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と

に
も
感
激
し
ま
し
た
。
今
回
の
ツ
ア
ー
は
総
勢
八
名
。
札
幌
や

東
北
の
医
大
生
、
看
設
婦
さ
ん
な
ど
若
者
中
心
で
す
。
皆
学
習

熱
心
で
、
毎
夜
一
時
間
反
省
・
学
習
会
も
行
い
ま
し
た
。
九
八

年
春
の
開
院
式
ツ
ア
ー
に
も
参
加
し
、
再
度
十
月
に
も
行
く
予

定
で
し
た
が
病
を
患
い
叶
わ
ず
、
五
年
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
さ
て
、
充
実
し
た

P
M
S
病
院
に
は
驚
き
ま
し
た
。
患
者

を
大
切
に
し
た
配
慮
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ア
フ
ガ
ン
人
、

パ
キ
ス
タ
ン
人
、
日
本
人
が
一
緒
に
、
弱
い
人
貧
し
い
人
の
為

に
働
く
こ
と
が

P
M
S
及
び
中
村
先
生
の
念
屈
で
し
た
。
一
週

間
の
滞
在
で
し
た
が
、
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

P
M
S
病
院
の
ス
タ
ソ
フ
1
1

ア
フ
ガ
ニ

ー
・
パ
キ
ス
タ
ニ
ー
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
が
一
緒
に
仲
良
く
平
和
の

た
め
に
働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。
（
林
）

①
本
会
の
名
称
を
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
と
す
る
。

②
本
会
は
、
中
村
哲
医
師
の
パ
キ
ス
タ
ン
北
西

辺
境
州
な
ら
び
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
医

療
活
動
を
支
援
し
、
必
要
な
情
宣
・
募
金
活

動
と
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ワ
ー
カ
ー
の

派
遣
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

③
本
会
は
、
思
想
・
信
条
に
と
ら
わ
れ
ず
、

「
支
え
あ
い
」
の
精
神
で
一
致
し
て
会
を
運

営
す
る
。

④
会
員
は
年
額
三
、

0
0
0
円
、
学
生
会
員
一
、

0
0
0
円
、
維
持
会
員
一

0
、

0
0
0
円
の

年
会
費
を
納
入
す
る
。

⑤
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
可
能
な
範
囲
で
、
自
ら
創

意
工
夫
し
て
自
由
な
や
り
方
で
支
援
活
動
を

行
う
。

⑥
本
会
は
会
誌
の
発
行
を
、
会
員
は
会
の
拡
大

に
努
め
る
。

⑦
本
会
は
総
会
に
於
て
若
干
名
の
運
噛
委
員
を

選
任
し
会
の
運
営
を
行
う
。

役
員
の
改
選
は
毎
年
総
会
に
て
行
う
。

⑧
侮
年
一
回
総
会
を
開
き
、
会
計
報
告
お
よ
び

会
の
運
営
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

⑨
本
会
の
事
務
局
を

F
A
R
A
H
O
U
S
E
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第

ニ

ビ
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内
に
お
く
。

会

則
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